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(57)【要約】
【課題】外部のケーブルと接続する超音波コネクタを小
型化することができる超音波内視鏡を提供すること。
【解決手段】一端が超音波振動子に接続する複数の同軸
線と、複数の同軸線の他端にそれぞれ接続する複数の接
続基板と、複数の同軸線を束ねる外皮と、外部のコネク
タと電気的に接続する超音波基板であって、接続基板の
一部を着脱自在に収容する複数のコネクタ部を有する超
音波基板と、を備え、接続基板は、コネクタ部から延出
する部分が屈曲しており、複数の同軸線は、同じコネク
タ部に接続する同軸線からなる複数の同軸線群に分けら
れ、複数の同軸線群は、各同軸線の接続基板側の端部が
接続対象のコネクタ部の位置に応じた長さで露出し、該
露出部分が超音波基板の外縁のなす領域内に収まるよう
に渦巻状に巻回されている。
【選択図】図８
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　先端部に超音波振動子を有し、該先端部が被検体内に挿入される超音波内視鏡であって
、
　一端が前記超音波振動子に接続する複数の同軸線と、
　前記複数の同軸線の他端にそれぞれ接続する複数の接続基板と、
　前記複数の同軸線を束ねる外皮と、
　外部のコネクタと電気的に接続する超音波基板であって、前記接続基板の一部を着脱自
在に収容する複数のコネクタ部を有する超音波基板と、
　を備え、
　前記接続基板は、前記コネクタ部から延出する部分が屈曲しており、
　前記複数の同軸線は、同じ前記コネクタ部に接続する同軸線からなる複数の同軸線群に
分けられ、
　前記複数の同軸線群は、各同軸線の前記接続基板側の端部が接続対象の前記コネクタ部
の位置に応じた長さで露出し、該露出部分が前記超音波基板の外縁のなす領域内に収まる
ように渦巻状に巻回されている
　ことを特徴とする超音波内視鏡。
【請求項２】
　前記複数のコネクタ部は、互いに対向する二つの列をなし、
　対向するコネクタ部に接続する前記同軸線群同士は、露出部分の長さが互いに同じであ
る
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項３】
　前記複数の接続基板は、各接続基板に連なる同軸線群の露出部分の長さの短い接続基板
から順に、列方向に沿って前記コネクタ部に装着される
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項４】
　前記外皮に設けられるグランド接続部を支持するとともに、外部のグランドと電気的に
接続する電気接続部材、
　をさらに備えることを特徴とする請求項２に記載の超音波内視鏡。
【請求項５】
　前記外皮を前記電気接続部材に押え付ける押え部材、
　をさらに備えることを特徴とする請求項４に記載の超音波内視鏡。
【請求項６】
　光透過性を有し、前記超音波基板上の空間に位置する同軸線の少なくとも一部を覆うカ
バー部材、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項７】
　前記カバー部材を覆う導電性のシールドケース、
　をさらに備えることを特徴とする請求項６に記載の超音波内視鏡。
【請求項８】
　前記複数の同軸線は、各々が前記接続基板の屈曲した部分から同一平面上に延出してい
る
　ことを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【請求項９】
　各同軸線群における同軸線同士をそれぞれ拘束する拘束部材、
　をさらに備えることを特徴とする請求項１に記載の超音波内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
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　本発明は、超音波内視鏡に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波を適用した体内の生体組織などの診断には、超音波内視鏡システムが用い
られる。超音波内視鏡システムは、複数の圧電素子を有する超音波振動子が挿入部の先端
に設けられた超音波内視鏡と、ケーブルを介して超音波内視鏡に接続され、超音波振動子
が取得した超音波エコーを処理して、該超音波エコーに基づく情報（超音波画像）を生成
し、この超音波画像を表示部等に表示させる処理装置とを備える（例えば、特許文献１を
参照）。術者は、表示装置に表示される超音波画像をもとに診断を行う。
【０００３】
　上述したケーブルは、挿入部に挿通される複数の同軸線の一端と電気的に接続する。各
同軸線は、他端において上述した複数の圧電素子のいずれかとそれぞれ電気的に接続して
いる。特許文献１では、ケーブルと同軸線とが、超音波内視鏡のコネクタ（以下、超音波
コネクタという）を介して電気的に接続される。この超音波コネクタは、複数の同軸線と
接続する超音波基板と、基板を覆うシールドケースとを有する。同軸線と超音波基板とは
、同軸線の端部に連なる接続基板を、超音波基板上に設けられるコネクタ部に立設させる
ことによって電気的に接続している。特許文献１では、同軸線が接続される本体基板に延
長用基板をはんだ付けすることによって接続基板が形成され、この延長用基板を介して本
体基板と同軸線とが電気的に導通する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０００－１３９９２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところで、超音波内視鏡は、取り扱い性の観点から小型化することが望まれている。こ
の際、上述したコネクタにおいても小型化が求められる。
【０００６】
　本発明は、上記に鑑みてなされたものであって、外部のケーブルと接続する超音波コネ
クタを小型化することができる超音波内視鏡を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上述した課題を解決し、目的を達成するために、本発明に係る超音波内視鏡は、先端部
に超音波振動子を有し、該先端部が被検体内に挿入される超音波内視鏡であって、一端が
前記超音波振動子に接続する複数の同軸線と、前記複数の同軸線の他端にそれぞれ接続す
る複数の接続基板と、前記複数の同軸線を束ねる外皮と、外部のコネクタと電気的に接続
する超音波基板であって、前記接続基板の一部を着脱自在に収容する複数のコネクタ部を
有する超音波基板と、を備え、前記接続基板は、前記コネクタ部から延出する部分が屈曲
しており、前記複数の同軸線は、同じ前記コネクタ部に接続する同軸線からなる複数の同
軸線群に分けられ、前記複数の同軸線群は、各同軸線の前記接続基板側の端部が接続対象
の前記コネクタ部の位置に応じた長さで露出し、該露出部分が前記超音波基板の外縁のな
す領域内に収まるように渦巻状に巻回されていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記複数のコネクタ部は、互いに対
向する二つの列をなし、対向するコネクタ部に接続する前記同軸線群同士は、露出部分の
長さが互いに同じであることを特徴とする。
【０００９】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記複数の接続基板は、各接続基板
に連なる同軸線群の露出部分の長さの短い接続基板から順に、列方向に沿って前記コネク
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タ部に装着されることを特徴とする。
【００１０】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記外皮に設けられるグランド接続
部を支持するとともに、外部のグランドと電気的に接続する電気接続部材、をさらに備え
ることを特徴とする。
【００１１】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記外皮を前記電気接続部材に押え
付ける押え部材、をさらに備えることを特徴とする。
【００１２】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、光透過性を有し、前記超音波基板上
の空間に位置する同軸線の少なくとも一部を覆うカバー部材、をさらに備えることを特徴
とする。
【００１３】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記カバー部材を覆う導電性のシー
ルドケース、をさらに備えることを特徴とする。
【００１４】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、前記複数の同軸線は、各々が前記接
続基板の屈曲した部分から同一平面上に延出していることを特徴とする。
【００１５】
　本発明に係る超音波内視鏡は、上記発明において、各同軸線群における同軸線同士をそ
れぞれ拘束する拘束部材、をさらに備えることを特徴とする。
【発明の効果】
【００１６】
　本発明によれば、外部のケーブルと接続する超音波コネクタを小型化することができる
という効果を奏する。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】図１は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡システムを模式的に示す図である。
【図２】図２は、図１に示した内視鏡用コネクタを前側でかつ左上側から見た斜視図であ
る。
【図３】図３は、図２に示した内視鏡用コネクタから超音波コネクタを取り外して、当該
超音波コネクタを外装筐体内部側から見た斜視図である。
【図４】図４は、図３に示すＡ－Ａ線部分断面図である。
【図５】図５は、図３に示す超音波コネクタの分解斜視図である。
【図６】図６は、図５に示したＦＰＣコネクタに接続される超音波プローブを示す図であ
る。
【図７】図７は、図５に示したＦＰＣコネクタに接続されるフレキシブル基板を示す模式
図である。
【図８】図８は、図５に示した超音波基板上における同軸線の巻回態様を示す模式図であ
る。
【図９】図９は、超音波基板上における同軸線の巻回方法を説明するための模式図である
。
【図１０】図１０は、超音波基板上における同軸線の巻回方法を説明するための模式図で
ある。
【図１１】図１１は、本発明の実施の形態２に係る内視鏡システムの超音波コネクタの要
部の構成を示す斜視図である。
【図１２】図１２は、本発明の実施の形態３に係る内視鏡システムの超音波コネクタの要
部の構成を示す斜視図である。
【図１３】図１３は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端
の一部を分解した構成を示す斜視図である。
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【図１４】図１４は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端
構成を示す斜視図である。
【図１５】図１５は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端
の一部を分解した構成を示す側面図である。
【図１６】図１６は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端
に設けられる超音波振動子の構成を示す部分断面図である。
【図１７】図１７は、図１６のＢ－Ｂ線に対応する断面図である。
【図１８】図１８は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の挿入
部の一部の構成を示す部分断面図である。
【図１９】図１９は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の撮像
光学系の構成を示す部分断面図である。
【図２０】図２０は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡におけ
る超音波プローブを示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、添付図面を参照して、本発明を実施するための形態（以下、「実施の形態」とい
う）を説明する。
【００１９】
（実施の形態１）
　図１は、本発明の実施の形態１に係る内視鏡システムを模式的に示す図である。同図に
示す内視鏡システム１は、超音波内視鏡を用いて人等の被検体内の超音波診断を行うシス
テムである。この内視鏡システム１は、図１に示すように、内視鏡２と、超音波観測装置
３と、内視鏡観察装置４と、表示装置５とを備える。
【００２０】
　内視鏡２は、一部を被検体内に挿入可能とし、被検体内の体壁に向けて超音波パルスを
送信するとともに被検体にて反射された超音波エコーを受信してエコー信号を出力する機
能、及び被検体内を撮像して画像信号を出力する機能を有する超音波内視鏡である。なお
、内視鏡２の詳細な構成については、後述する。
【００２１】
　超音波観測装置３は、超音波ケーブル３１を介して内視鏡２に電気的に接続し、超音波
ケーブル３１を介して内視鏡２にパルス信号を出力するとともに内視鏡２からエコー信号
を入力する。そして、超音波観測装置３は、当該エコー信号に所定の処理を施して超音波
画像を生成する。
【００２２】
　内視鏡観察装置４には、内視鏡２の後述する内視鏡用コネクタ６が着脱自在に接続され
る。この内視鏡観察装置４は、図１に示すように、ビデオプロセッサ４１と、光源装置４
２とを備える。
　ビデオプロセッサ４１は、内視鏡用コネクタ６を介して内視鏡２に制御信号を出力する
とともに、内視鏡用コネクタ６を介して内視鏡２からの画像信号を入力する。そして、ビ
デオプロセッサ４１は、当該画像信号に所定の処理を施して内視鏡画像を生成する。
　光源装置４２は、内視鏡用コネクタ６を介して被検体内を照明する照明光を内視鏡２に
供給する。
【００２３】
　表示装置５は、液晶または有機ＥＬ（Electro　Luminescence）を用いて構成され、超
音波観測装置３にて生成された超音波画像や、内視鏡観察装置４にて生成された内視鏡画
像等を表示する。
【００２４】
　続いて、内視鏡２の構成について説明する。内視鏡２は、図１に示すように、挿入部２
１と、操作部２２と、ユニバーサルコード２３と、内視鏡用コネクタ６とを備える。内視
鏡２の内部（挿入部２１、操作部２２、ユニバーサルコード２３、及び内視鏡用コネクタ
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６内部）には、具体的な図示は省略したが、光源装置４２から供給された照明光を伝送す
るライトガイド、超音波観測用（パルス信号やエコー信号の伝送用）のＵＳケーブル７１
（図６参照）、及び内視鏡観察用（制御信号や画像信号等の伝送用）の撮像ケーブル等が
引き回されている。
【００２５】
　挿入部２１は、被検体内に挿入される部分である。この挿入部２１は、図１に示すよう
に、先端に設けられる振動部２１１と、振動部２１１の基端側（操作部２２側）に連結さ
れる硬性部材２１２と、硬性部材２１２の基端側に連結され湾曲可能とする湾曲部２１３
と、湾曲部２１３の基端側に連結され可撓性を有する可撓管部２１４とを備える。挿入部
２１の内部（硬性部材２１２、湾曲部２１３、及び可撓管部２１４）には、具体的な図示
は省略したが、上述したライトガイド及びＵＳケーブル７１（図６参照）の他、被検体内
の光学像を導くイメージガイド、及び各種処置具（例えば、穿刺針等）が挿通される処置
具チューブ等が引き回されている。
【００２６】
　振動部２１１は、図１に示す例では、ラジアル型の超音波振動子であり、複数の圧電素
子（図示略）が周方向に沿って規則的に配列された構成を有する。超音波振動子は、複数
の圧電素子、音響レンズ、及び整合層を有し、被検体内の体壁よりも内部の超音波断層画
像に寄与する超音波エコーを取得する。そして、振動部２１１は、上述したＵＳケーブル
７１（図６参照）、及び超音波ケーブル３１を介して、超音波観測装置３から入力したパ
ルス信号を超音波パルスに変換して被検体内に送信する。また、振動部２１１は、被検体
内で反射された超音波エコーを電気的なエコー信号に変換し、上記ＵＳケーブル７１（図
６参照）、及び超音波ケーブル３１を介して超音波観測装置３に出力する。
【００２７】
　硬性部材２１２は、樹脂材料または金属材料から構成された硬質部材であり、略円柱形
状を有する。硬性部材２１２には、具体的な図示は省略したが、観察窓、照明窓、及び処
置具通路等が形成されている。これら観察窓、照明窓、及び処置具通路は、硬性部材２１
２の基端（操作部２２側の端部）から先端に向けて貫通した孔であり、具体的には以下の
機能を有する。
　観察窓は、被検体内の光学像を取得するための孔である。そして、観察窓内部には、上
述したイメージガイドの入射端側が挿通されている。また、上述したイメージガイドの入
射端には、対物レンズ（図示略）が結合されている。
　照明窓は、被検体内に照明光を照射するための孔である。そして、照明窓内部には、上
述したライトガイドの出射端側が挿通されている。
　処置具通路は、各種処置具を外部に突出させるための孔である。そして、処置具通路に
は、上述した処置具チューブが接続される。
【００２８】
　操作部２２は、挿入部２１の基端側に連結され、医師等からの各種操作を受け付ける部
分である。この操作部２２は、図１に示すように、湾曲部２１３を湾曲操作するための湾
曲ノブ２２１と、各種操作を行うための複数の操作部材２２２とを備える。
　また、操作部２２には、上述した処置具チューブに連通し、当該処置具チューブに各種
処置具を挿通するための処置具挿入口２２３が形成されている。
　さらに、操作部２２内部には、被検体内の光学像に応じた画像信号を出力する撮像素子
（図示略）と、上述したイメージガイドにて導かれた光学像を当該撮像素子に結像する光
学系（図示略）とが配設されている。当該撮像素子から出力された画像信号は、上述した
撮像ケーブルを介して内視鏡観察装置４（ビデオプロセッサ４１）に伝送される。
【００２９】
　ユニバーサルコード２３は、一端が操作部２２に接続し、上述したライトガイド、ＵＳ
ケーブル７１（図６参照）、及び撮像ケーブル等が内設されたケーブルである。
【００３０】
　次に、内視鏡用コネクタ６の構成について説明する。内視鏡用コネクタ６は、ユニバー
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サルコード２３の他端に設けられ、超音波観測装置３に接続された超音波ケーブル３１、
及び内視鏡観察装置４（ビデオプロセッサ４１及び光源装置４２）と接続するためのコネ
クタである。以下では、内視鏡用コネクタ６を内視鏡観察装置４に接続した際の姿勢を基
準に、当該姿勢での上側を「上」、当該姿勢での下側を「下」、内視鏡観察装置４に近接
する側を「前」、内視鏡観察装置４から離間する側を「後」、当該姿勢で前側から見た際
の左側を「左」、当該姿勢で前側から見た際の右側を「右」とする。
【００３１】
　図２は、内視鏡用コネクタ６を前側でかつ左上側から見た斜視図である。また、図２で
は、内視鏡用コネクタ６の上述した「上下」、「前後」、及び「左右」を識別するために
、ＸＹＺ直交座標を図示している。ここで、＋Ｚ軸方向は、内視鏡用コネクタ６の「上方
向」である。＋Ｘ軸方向は、内視鏡用コネクタ６の「左方向」である。＋Ｙ軸方向は、内
視鏡用コネクタ６の「前方向」である。
【００３２】
　内視鏡用コネクタ６は、図２に示すように、外装筐体６１と、プラグ部６２と、超音波
コネクタ６３とを備える。
【００３３】
　外装筐体６１は、図２に示すように、前後方向（Ｙ軸方向）に延びる略円筒形状を有す
る。そして、外装筐体６１は、後側の開口部分を介して、ユニバーサルコード２３（上述
したライトガイド、ＵＳケーブル７１（図６参照）、及び撮像ケーブル等）が内部に挿通
される。また、外装筐体６１の後側には、図２に示すように、折れ止め部材６１１が設け
られている。
【００３４】
　以上説明した外装筐体６１の側面には、図２に示すように、＋Ｘ軸方向に膨出する膨出
部６１２が形成されている。膨出部６１２は、外装筐体６１内部に連通し、中空形状を有
する。そして、この膨出部６１２には、図２に示すように、開口面がＹＺ平面内に位置し
、外装筐体６１内外を連通する取付用孔６１２Ａが形成されている。この取付用孔６１２
Ａは、超音波コネクタ６３が取り付けられる孔である。
【００３５】
　プラグ部６２は、内視鏡観察装置４に挿し込まれ、ビデオプロセッサ４１及び光源装置
４２に接続する部分であり、図２に示すように、外装筐体６１における前側の開口部分に
取り付けられる。このプラグ部６２は、図２に示すように、第１，第２電気コネクタ部６
２１，６２２と、ライトガイド口金６２３とを備える。
【００３６】
　第１電気コネクタ部６２１は、図２に示すように、プラグ部６２の最も後側に位置し、
前後方向に延びる円柱形状を有する。第１電気コネクタ部６２１において、外周面の一部
には、周方向に沿って複数の第１電気接点６２１Ａが設けられている。
【００３７】
　第２電気コネクタ部６２２は、図２に示すように、第１電気コネクタ部６２１の前側に
一体形成され、第１電気コネクタ部６２１の外径寸法よりも小さい外径寸法を有する円柱
形状を有する。第２電気コネクタ部６２２において、外周面の一部には、周方向に沿って
複数の第２電気接点６２２Ａが設けられている。
【００３８】
　以上説明した複数の第１，第２電気接点６２１Ａ，６２２Ａは、上述した撮像ケーブル
に電気的に接続する。また、複数の第１，第２電気接点６２１Ａ，６２２Ａは、プラグ部
６２が内視鏡観察装置４に挿し込まれた状態で、ビデオプロセッサ４１に電気的に接続す
る。すなわち、複数の第１，第２電気接点６２１Ａ，６２２Ａは、上述した撮像ケーブル
とビデオプロセッサ４１とを電気的に接続する部分である。
【００３９】
　ライトガイド口金６２３は、第２電気コネクタ部６２２における前側の端面に取り付け
られ、当該前側の端面から＋Ｙ軸方向に突出する。そして、ライトガイド口金６２３には
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、上述したライトガイドの入射端側が挿通される。また、ライトガイド口金６２３は、プ
ラグ部６２が内視鏡観察装置４に挿し込まれた状態で、光源装置４２に接続する。すなわ
ち、ライトガイド口金６２３は、上述したライトガイドと光源装置４２とを光学的に接続
する部分である。
【００４０】
　図３は、内視鏡用コネクタ６から超音波コネクタ６３を取り外して、当該超音波コネク
タ６３を外装筐体６１内部側から見た斜視図である。図４は、図３に示すＡ－Ａ線部分断
面図である。図５は、図３に示す超音波コネクタ６３の分解斜視図である。説明のため、
図４では同軸線７１１の一部を省略し、図５ではフレキシブル基板７２および同軸線７１
１を省略している。
【００４１】
　超音波コネクタ６３は、上述したＵＳケーブル７１（図６参照）と超音波ケーブル３１
とを電気的に接続するための電気コネクタである。この超音波コネクタ６３は、図２～図
５に示すように、超音波基板６３１と、枠部材６３２と、スペーサ６３３と、電気接続部
材６３４と、押え部材６３５と、シールドケース６３６とを備える。
【００４２】
　超音波基板６３１は、略円板形状を有し、表面に複数のＦＰＣコネクタ６３１１（図５
参照）、複数のピン状端子６３１２（図５参照）等が実装された基板である。複数（本実
施の形態では、１２個）のＦＰＣコネクタ６３１１は、超音波プローブ７（図６参照）に
おける複数のフレキシブル基板７２（図６参照）がそれぞれ接続されるコネクタ部である
。なお、超音波プローブ７の構成については、後述する。
【００４３】
　これら１２個のＦＰＣコネクタ６３１１は、複数のピン状端子６３１２を挟む両側（図
４中、左右両側）に６個ずつに分かれてそれぞれ配設されている。なお、図５中、右側に
配設される６個のＦＰＣコネクタ６３１１と、左側に配設される６個のＦＰＣコネクタ６
３１１とは、図２中の上下が逆の姿勢で配設されている。
【００４４】
　複数のピン状端子６３１２は、超音波基板６３１の略中央部分において、マトリクス状
に配列されている。そして、複数のピン状端子６３１２は、１２個のＦＰＣコネクタ６３
１１を介して超音波プローブ７に電気的に接続するとともに、超音波ケーブル３１のコネ
クタが超音波コネクタ６３に接続された際に、当該超音波ケーブル３１に電気的に接続す
る。
【００４５】
　また、超音波基板６３１には、具体的な図示は省略したが、表裏を貫通する通気孔が形
成されている。そして、当該通気孔には、当該通気孔に連通する孔を有する通気口金が取
り付けられている。この通気口金内部には、具体的な図示は省略したが、通気性及び防水
性を有する通気防水シートが上述した孔を閉塞するように設けられている。
【００４６】
　枠部材６３２は、図２または図３に示すように、円筒状の金属部材で構成され、超音波
ケーブル３１側のコネクタに機械的に接続する部分である。そして、枠部材６３２は、一
端側（外装筐体６１内部側）の開口部分にて超音波基板６３１を支持する。
【００４７】
　スペーサ６３３は、図３に示すように、超音波基板６３１の外縁部分の一部を覆う略円
筒状の金属部材（シールド部材）であり、枠部材６３２の一端側（外装筐体６１内部側）
に固定される。
【００４８】
　電気接続部材６３４は、図５に示すように、断面Ｌ字形状の金属部材で構成され、断面
Ｌ字の一端側の部分６３４１が超音波基板６３１の表面（外装筐体６１内部側の面）に対
向する姿勢で、断面Ｌ字の他端側の部分６３４２が枠部材６３２に接続される。そして、
電気接続部材６３４における断面Ｌ字の一端側の部分６３４１には、上述したＵＳケーブ
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ル７１（図６参照）における振動部２１１からの延出端７１Ｂ（図６参照）が固定される
。この際、電気接続部材６３４は、ネジ１００によってスペーサ６３３に固定されるとと
もに、押え部材６３５がネジ１０１により固定されることによって延出端７１Ｂを固定す
る。また、延出端７１Ｂには、電気接続部材６３４に接触する導電性のグランド接続部７
１Ｃが設けられている。グランド接続部７１Ｃは、ＵＳケーブル７１のシールドと電気的
に接続している。電気接続部材６３４は、内視鏡２に組み付けられた際に、外装筐体６１
を介して外部のグランドに接続する。
【００４９】
　シールドケース６３６は、超音波基板６３１の表面（外装筐体６１内部側の面）や、超
音波基板６３１上の空間Ｓに位置する同軸線７１１を覆うカップ状をなす。シールドケー
ス６３６は、例えば金属などの導電性材料を用いて形成される。シールドケース６３６に
より、その内部がシールドされる。また、シールドケース６３６には、延出端７１Ｂを挿
通するための孔部６３６ａが形成されている。シールドケース６３６には、剛性および絶
縁性を有するコネクタケースがさらに被覆される（図示略）。なお、コネクタケースとシ
ールドケースとを一体化したケースとしてもよい。
【００５０】
　次に、超音波プローブ７の構成について説明する。図６は、ＦＰＣコネクタ６３１１に
接続される超音波プローブ７を示す図である。超音波プローブ７は、図６に示すように、
振動部２１１と、ＵＳケーブル７１と、複数のフレキシブル基板７２とを備える。
【００５１】
　ＵＳケーブル７１は、上述したように、振動部２１１及び超音波観測装置３の間でパル
ス信号やエコー信号を伝送するケーブルである。より具体的に、ＵＳケーブル７１は、図
６に示すように、振動部２１１における複数の超音波振動子にそれぞれ電気的に接続する
複数の同軸線７１１が外皮である被覆チューブ７１Ａにて束ねられた構成を有する。ＵＳ
ケーブル７１では、振動部２１１側と反対側の延出端７１Ｂから同軸線７１１が露出して
いる。また、延出端７１Ｂには、被覆チューブ７１Ａの内周面に設けられるグランド膜に
接続するとともに、超音波コネクタ６３を介して外部のグランドに接続するグランド接続
部７１Ｃが形成されている。
【００５２】
　同軸線７１１は、信号の伝送を行う芯線と、芯線を被覆する誘電体と、誘電体を被覆す
る外部導体（シールド）と、外部導体を被覆するシースとを有する。複数の同軸線７１１
において、振動部２１１からの延出端は、図６に示すように、複数本毎に結束部材７１２
によって束ねられ、複数（本実施の形態では、１２個）のフレキシブル基板７２がそれぞ
れ取り付けられている。すなわち、複数の同軸線７１１は、振動部２１１と１２個のフレ
キシブル基板７２とを電気的に接続する。複数の同軸線７１１の一方の端部であって、フ
レキシブル基板７２と接続する側の端部は、芯線が露出し、この露出した芯線がフレキシ
ブル基板７２に形成されている接続部（例えば電極）に接続される。ラジアル型の超音波
振動子の場合、同軸線は１００本以上設けられる。
【００５３】
　フレキシブル基板７２は、図６に示すように、自由状態で、一端７２Ａから他端７２Ｂ
にかけてＬ字形状の平板として構成されている。そして、フレキシブル基板７２の一端７
２Ａには、複数束のうちの１束の同軸線７１１が電気的に接続されている。ここで、一束
には、５本から２０本程度の同軸線が含まれている。
【００５４】
　ここで、複数の同軸線７１１において、ＦＰＣコネクタ６３１１に対応して１２個の同
軸線群が形成されている。この１２個の同軸線群は、延出端７１Ｂから延びる同軸線７１
１の長さがそれぞれ同じである６つの組に分けられる。各同軸線群の端部に接続されるフ
レキシブル基板７２は、その同軸線群の組ごとに、延出端７１Ｂから延出する長さ（被覆
チューブ７１Ａから露出する部分の長さ）が同じであるフレキシブル基板７２の組（基板
組７２１～７２６）に分けられる。
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【００５５】
　図７は、図５に示したＦＰＣコネクタ６３１１に接続されるフレキシブル基板７２を示
す模式図である。フレキシブル基板７２の他端７２Ｂは、ＦＰＣコネクタ６３１１に接続
される。例えば、図５に示すように、ＦＰＣコネクタ６３１１は二列に並んでいるが、Ｆ
ＰＣコネクタ６３１１に接続されたフレキシブル基板７２は、図７に示すように、一方の
列のフレキシブル基板７２の一端７２Ａと、他方の列のフレキシブル基板７２の一端７２
Ａとが向かい合っている。この際、同じ組のフレキシブル基板７２が互いに向かい合って
おり、一方の列のフレキシブル基板７２と、他方の列のフレキシブル基板７２とは、互い
に反対方向に屈曲している。
【００５６】
　なお、フレキシブル基板７２の数は、ＦＰＣコネクタ６３１１の数以下となる。フレキ
シブル基板７２は予め設定されている場所に取り付けられ、フレキシブル基板７２の数が
ＦＰＣコネクタ６３１１の数よりも少ない場合、空きとなるＦＰＣコネクタが生じる。
【００５７】
　図８は、図５に示した超音波基板上における同軸線の巻回態様を示す模式図である。上
述した空間Ｓにおける同軸線７１１は、図８に示すように、被覆チューブ７１Ａから露出
している部分が、渦巻状に巻回された状態でシールドケース６３６に収容される。この際
、巻回された同軸線７１１は、超音波基板６３１の外縁のなす領域よりも内側に収まって
いる。さらに具体的にいうと、巻回された同軸線７１１は、シールドケース６３６が取り
付けられた際に、該シールドケース６３６の開口のなす領域（例えば、図８に示す破線Ｑ
）の内側に収まるように巻回されている。
【００５８】
　続いて、超音波プローブ７と接続しつつ、超音波コネクタ６３を組み立てる際の手順に
ついて説明する。超音波コネクタ６３は、まず、フレキシブル基板７２をＦＰＣコネクタ
６３１１に差し込む。各フレキシブル基板７２は、一端７２Ａと他端７２Ｂとの境界に沿
って折り曲げられる。この際、複数の同軸線７１１は、各々がフレキシブル基板７２の屈
曲した部分から同一平面上に延出している。さらに、一方の列のフレキシブル基板７２と
、他方の列のフレキシブル基板７２とは、互いに反対方向に屈曲している。フレキシブル
基板７２をＦＰＣコネクタ６３１１に差し込んだ後、同軸線７１１において上述した空間
Ｓに位置し、被覆チューブ７１Ａから露出している部分を渦巻状に巻回する。
【００５９】
　図９および図１０は、超音波基板上における同軸線の巻回方法を説明するための模式図
である。フレキシブル基板７２をＦＰＣコネクタ６３１１に差し込んだ状態では、図９に
示すように、対向するフレキシブル基板７２から延出する同軸線７１１が、互いに反対方
向に凸となるように延びている。この状態から、一方に延びる同軸線７１１を、他方に延
びる同軸線７１１に重ねるように屈曲させる（図１０参照）。
【００６０】
　同軸線７１１を一方にまとめた状態（図１０参照）において、ＵＳケーブル７１を、超
音波基板６３１の外周の周りを周回させるか、または、超音波基板６３１を回転させる。
例えば、ＵＳケーブル７１を一周半、周回させる。同軸線７１１は、その回転または周回
によって、図８に示すように、渦巻状に巻回される。この際、巻回された同軸線７１１の
うち、最も外側に位置する同軸線７１１のなす領域は、シールドケース６３６の開口より
も小さくなっている。
【００６１】
　同軸線７１１を巻回した後、スペーサ６３３に電気接続部材６３４を取り付ける。その
後、被覆チューブ７１の延出端７１Ｂを電気接続部材６３４に固定し、シールドケース６
３６を被せることによって、超音波基板６３１上の空間Ｓに位置する同軸線７１１を閉じ
込める。さらに、シールドケース６３６は、コネクタケースによって被覆される。上述し
たようにして、超音波コネクタ６３が組み立てられる。そして、超音波コネクタ６３は、
超音波基板６３１側が取付用孔６１２Ａに挿通された状態で、ネジ等により固定される。
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【００６２】
　以上説明したように、本発明の実施の形態１では、フレキシブル基板７２をＦＰＣコネ
クタ６３１１に接続する際に、フレキシブル基板７２を折り曲げるとともに、超音波基板
６３１上の空間Ｓに位置し、被覆チューブ７１Ａから露出している同軸線７１１を渦巻状
に巻回するようにした。本実施の形態１によれば、従来のように、ＦＰＣコネクタ６３１
１に接続基板が立設され、その接続基板から延出する同軸線が不規則に配設される構成と
比して、超音波基板６３１上に位置するフレキシブル基板７２や同軸線７１１の占有領域
を小さくすることができる。この結果、外部のケーブルと接続するコネクタ部分である超
音波コネクタ６３を小型化することができる。
【００６３】
　また、上述した実施の形態１では、同軸線７１１を渦巻状に巻回した後、シールドケー
ス６３６によって、超音波基板６３１や同軸線７１１を被覆して、同軸線７１１や超音波
基板６３１をシールドするようにした。これにより、超音波コネクタ６３を組み立てる際
に、シールドケース６３６が、超音波基板６３１とによって同軸線７１１を挟み込むこと
なく、シールドケース６３６を配設することが可能となる。これにより、超音波コネクタ
６３の製造時における歩留まりの低下が抑制され、その結果、超音波内視鏡の製造におけ
る歩留まりの低下を抑制することができる。
【００６４】
　また、上述した実施の形態１によれば、超音波コネクタ６３を修理する際にも同様の効
果を得ることができる。すなわち、修理時において、分解後の組み立て時に、同軸線７１
１がシールドケース６３６と超音波基板６３１とによって挟まれることを防止し、超音波
プローブ７の不要な取り替えを抑制することが可能となる。
【００６５】
　また、上述した実施の形態１によれば、押え部材６３５によってＵＳケーブル７１を超
音波基板６３１に押え付けるようにしたので、超音波コネクタ６３において、ＵＳケーブ
ル７１や同軸線７１１をコンパクトに収容することができる。これにより、ＵＳケーブル
７１と超音波コネクタ６３との構成をさらに小型化することができる。
【００６６】
　なお、上述した実施の形態１では、複数の同軸線７１１が、同軸線群ごとに束ねられて
いるものとして説明したが、同軸線同士を束ねずに渦巻状に巻回してもよい。また、実施
の形態１では、各々がフレキシブル基板７２の屈曲した部分から同一平面上に延出してい
るものとして説明したが、ＦＰＣコネクタ６３１１に取り付けられたフレキシブル基板７
２の屈曲態様によっては、各フレキシブル基板７２の同軸線７１１が互いに異なる方向に
延び、同一平面上に延出しない場合もある。
【００６７】
（実施の形態２）
　次に、本発明の実施の形態２について説明する。図１１は、本実施の形態２に係る超音
波コネクタの分解斜視図である。説明のため、図１１ではフレキシブル基板７２および同
軸線７１１を省略している。本実施の形態２では、上述した超音波コネクタ６３の構成に
対し、カバー部材６３７をさらに備える。その他の構成は、実施の形態１と同様であるた
め、説明を省略する。
【００６８】
　本実施の形態２に係る超音波コネクタは、図１１に示すように、超音波基板６３１と、
枠部材６３２と、スペーサ６３３と、電気接続部材６３４と、押え部材６３５と、シール
ドケース６３６と、カバー部材６３７とを備える。図１１に示す超音波コネクタは、上述
した超音波コネクタ６３の構成に対してカバー部材６３７をさらに備えている。このため
、以下ではこのカバー部材６３７、およびカバー部材６３７に関連する部分についてのみ
説明する。
【００６９】
　カバー部材６３７は、上述したシールドケース６３６の内部に設けられる。カバー部材
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６３７は、超音波基板６３１の表面（外装筐体６１内部側の面）や、上述した空間Ｓに位
置する同軸線７１１を覆う透明なカップ状の部材である。カバー部材６３７は、可視光を
透過する光透過性を有する。カバー部材６３７は、スペーサ６３３よりも内部に設けられ
、超音波基板６３１に実装されるＦＰＣコネクタ６３１１や、ＦＰＣコネクタ６３１１に
接続されるフレキシブル基板７２（図６参照）、各フレキシブル基板７２から延びる複数
の同軸線７１１の一部を覆っている。超音波基板６３１上の空間Ｓ（図４参照）に位置す
る同軸線７１１は、カバー部材６３７によって閉じ込められた状態となる。また、カバー
部材６３７には、側面の一部に、延出端７１Ｂが挿通される開口である孔部６３７ａが形
成されている。カバー部材６３７は、例えばポリエチレン、ポリエチレンテレフタラート
などを用いて形成され、弾性変形可能である。なお、カバー部材６３７は、剛性を有する
ものであってもよいし、ビニル樹脂などを用いて形成される袋状をなすものであってもよ
い。
【００７０】
　超音波コネクタを組み立てる際には、同軸線７１１を図８に示すように巻回し、延出端
７１Ｂを電気接続部材６３４に固定した後、巻回された同軸線７１１を含む超音波基板６
３１上の部材にカバー部材６３７を被せる。この際、カバー部材６３７が透明であるため
、カバー部材６３７の内部が確認可能であり、同軸線７１１がカバー部材６３７内に収容
されているかを確認しながら取り付けることができる。カバー部材６３７が取り付けられ
た状態では、孔部６３７ａからＵＳケーブル７１が延出している。その後、シールドケー
ス６３６がカバー部材６３７を被覆するように取り付けられる。さらに、シールドケース
６３６は、コネクタケースによって被覆される。このようにして、超音波コネクタが組み
立てられる。そして、超音波コネクタは、超音波基板６３１側が取付用孔６１２Ａに挿通
された状態で、ネジ等により固定される。
【００７１】
　以上説明した実施の形態２では、上述した実施の形態１の構成に加え、透明なカバー部
材６３７によって超音波基板６３１上の同軸線７１１の一部を閉じ込めた後、シールドケ
ース６３６によって、超音波基板６３１や同軸線７１１、カバー部材６３７を被覆して、
同軸線７１１や超音波基板６３１をシールドするようにした。本実施の形態２によれば、
上述した実施の形態１の効果を得ることができるとともに、超音波コネクタを組み立てる
際に、シールドケース６３６が、超音波基板６３１とによって同軸線７１１を挟み込むこ
となく、シールドケース６３６を配設することが可能となる。これにより、超音波コネク
タの製造時における歩留まりの低下が抑制され、その結果、超音波内視鏡の製造における
歩留まりの低下を抑制することができる。また、本実施の形態２では、上述した実施の形
態１と同様に、超音波コネクタを修理する際にも同様の効果を得ることができる。
【００７２】
（実施の形態３）
　次に、本発明の実施の形態３について説明する。図１２は、本実施の形態２に係る超音
波コネクタの分解斜視図である。説明のため、図１２ではフレキシブル基板７２および同
軸線７１１を省略している。本実施の形態３では、上述した超音波コネクタ６３の構成に
対し、カバー部材６３７Ａをさらに備える。その他の構成は、実施の形態１と同様である
ため、説明を省略する。
【００７３】
　本実施の形態３に係る超音波コネクタは、上述したＵＳケーブル７１（図６参照）と超
音波ケーブル３１とを電気的に接続するための電気コネクタである。この超音波コネクタ
は、図１２に示すように、超音波基板６３１と、枠部材６３２と、スペーサ６３３と、電
気接続部材６３４と、押え部材６３５と、シールドケース６３６と、カバー部材６３７Ａ
とを備える。実施の形態３では、上述した超音波コネクタ６３の構成に対してカバー部材
６３７Ａのみが異なっている。このため、以下ではこのカバー部材６３７Ａ、およびカバ
ー部材６３７Ａに関連する部分についてのみ説明する。
【００７４】
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　カバー部材６３７Ａは、超音波基板６３１の表面（外装筐体６１内部側の面）上の空間
Ｓに位置する同軸線７１１を覆う透明な箱状の部材である。カバー部材６３７Ａは、ＦＰ
Ｃコネクタ６３１１に接続されるフレキシブル基板７２の上部に設けられ、各フレキシブ
ル基板７２から延びる複数の同軸線７１１の一部を覆っている。超音波基板６３１上の空
間Ｓに位置する同軸線７１１の一部は、カバー部材６３７Ａによって閉じ込められた状態
となる。また、カバー部材６３７Ａには、延出端７１Ｂが挿通される開口である孔部６３
７ｂと、フレキシブル基板７２から延びる同軸線７１１を挿通するスリット６３７ｃとが
形成されている。孔部６３７ｂは、四つの側面のうちの一つの側面に形成される。スリッ
ト６３７ｃは、底面に形成され、一端が孔部６３７ｂに連なっている。カバー部材６３７
Ａは、例えばポリエチレン、ポリエチレンテレフタラート、ビニル樹脂などを用いて形成
され、弾性変形可能である。なお、カバー部材６３７Ａは剛性を有するものであってもよ
いし、開口とスリットとが形成された袋状をなすものであってもよい。
【００７５】
　超音波コネクタを組み立てる際には、同軸線７１１を図８に示すように巻回し、延出端
７１Ｂを電気接続部材６３４に固定した後、巻回された同軸線７１１にカバー部材６３７
Ａを取り付けて、超音波基板６３１上の空間Ｓに位置する同軸線７１１の一部をカバー部
材６３７Ａに収容する。カバー部材６３７Ａは、延出端７１Ｂ側と反対側からスライドさ
せることによって取り付けられる。カバー部材６３７Ａは、スリット６３７ｃに同軸線７
１１を通過させつつ、同軸線７１１の一部を収容する。この際、カバー部材６３７Ａが透
明であるため、カバー部材６３７Ａの内部が確認可能であり、同軸線７１１がカバー部材
６３７Ａ内に収容されているかを確認しながら取り付けることができる。カバー部材６３
７Ａが取り付けられた状態では、同軸線７１１が、孔部６３７ｂおよびスリット６３７ｃ
を通過している。同軸線７１１は、孔部６３７ｂでは、被覆チューブ７１Ａの延出端７１
Ｂに被覆された状態で通過している。
【００７６】
　その後、シールドケース６３６がカバー部材６３７Ａを被覆するように取り付けられる
。さらに、シールドケース６３６は、コネクタケースによって被覆される。このようにし
て、超音波コネクタが組み立てられる。そして、超音波コネクタは、超音波基板６３１側
が取付用孔６１２Ａに挿通された状態で、ネジ等により固定される。
【００７７】
　以上説明した実施の形態３では、上述した実施の形態１の構成に加え、透明なカバー部
材６３７Ａによって超音波基板６３１上の同軸線７１１の一部を収容した後、シールドケ
ース６３６によって、超音波基板６３１や同軸線７１１、カバー部材６３７Ａを被覆して
、同軸線７１１や超音波基板６３１をシールドするようにした。本実施の形態３によれば
、上述した実施の形態１の効果を得ることができるとともに、超音波コネクタを組み立て
る際に、シールドケース６３６が、超音波基板６３１とによって同軸線７１１を挟み込む
ことなく、シールドケース６３６を配設することが可能となる。これにより、超音波コネ
クタの製造時における歩留まりの低下が抑制され、その結果、超音波内視鏡の製造におけ
る歩留まりの低下を抑制することができる。また、本実施の形態３では、上述した実施の
形態１と同様に、超音波コネクタを修理する際にも同様の効果を得ることができる。
【００７８】
　なお、上述した実施の形態１～３では、振動部２１１についてラジアル型の超音波振動
子を例に説明したが、コンベックス型の超音波振動子やリニア型の超音波振動子であって
もよい。なお、コンベックス型の超音波振動子は、同軸線の数が、ラジアル型の超音波振
動子と比して半数程度である。また、内視鏡２は、超音波振動子をメカ的に走査させるも
のであってもよいし、超音波振動子として複数の素子をアレイ状に設け、送受信にかかわ
る素子を電子的に切り替えたり、各素子の送受信に遅延をかけたりすることで、電子的に
走査させるものであってもよい。
【００７９】
（実施の形態４）
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　次に、本発明の実施の形態４について説明する。図１３は、本発明の実施の形態４に係
る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端の一部を分解した構成を示す斜視図である。図１
４は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端構成を示す斜視
図であって、図１３に示す斜視図とは異なる角度からみた図である。本実施の形態４に係
る内視鏡システムは、上述した内視鏡システム１と同じ構成を備える。以下、本実施の形
態４における内視鏡２の詳細構成についてのみ説明する。
【００８０】
　硬性部材２１２には、バルーン係止溝２１５よりも基端側に、観察窓や照明窓等が配置
された斜面２１２ａが設けられている。
【００８１】
　硬性部材２１２の内部において、ライトガイド端部の金属筒（取付部材）にはフランジ
が設けられており、ライトガイドのガラス繊維を被覆するチューブ端はフランジに突き当
たるように配置される。超音波振動子に接続する同軸線を被覆するチューブの他、鉗子チ
ャンネル等のチューブ類も同様に取付部材のフランジに突き当たるよう固定される。さら
に、ＵＳケーブルや、撮像ケーブル、ライドガイドなどの被覆チューブを保護するチュー
ブも取付部材のフランジ部に突き当てられて位置決めされている。また、各管路は、チュ
ーブとパイプとが嵌合する構造になっており、嵌合部の外周は接着剤にて覆われている。
その接着剤を外側から覆うように熱収縮チューブが配置されている。
【００８２】
　振動部２１１と硬性部材２１２とは、ビスを用いて固定される。具体的には、図１３に
示すように、頭部を有しないビス２００を、硬性部材２１２に形成された開口２１２ｂに
挿入し、このビス２００を振動部２１１に当て付けることによって振動部２１１を硬性部
材２１２に固定する。ビス２００は、例えば、ライトガイドを固定するためにも用いられ
る。また、ビス２００は、振動部２１１に当て付く側と反対側が、キャップ２０１によっ
て覆われている。このキャップ２０１は、耐水性を有する金属や樹脂によって形成される
。
【００８３】
　硬性部材２１２には、バルーン係止溝２１５に取り付けられたバルーン内の液体を吸引
するバルーン吸引管路が形成されている。バルーン吸引管路は、先端側が長手方向に対し
て外側に向けて屈曲している。バルーン吸引管路の開口２１２ｃは、バルーン係止溝２１
５よりも先端側に設けられる。この開口２１２ｃは、バルーン洗浄ブラシによってバルー
ン吸引管路を洗浄する際、開口２１２ｃから突出したバルーン洗浄ブラシが、硬性部材２
１２や振動部２１１の外表面に干渉せずに突出できる位置に形成される。
【００８４】
　図１５は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端の内部構
成を示す側面図であって、振動部２１１を硬性部材２１２から引き出した図である。振動
部２１１と硬性部材２１２との間には、ガタツキを防止するために馬蹄状の金属部材２１
６が設けられている。この金属部材２１６には、硬性部材２１２に形成されている凹部２
１２ｄに嵌めこまれる凸部２１６ａと、振動部２１１と硬性部材２１２とを固定するため
のビスが当接するＶ字状の溝２１６ｂとが形成されている。凹部２１２ｄに凸部２１６ａ
が嵌まることによって、振動部２１１が硬性部材２１２に対して回転することが抑制され
る。硬性部材２１２には、開口２１２ｃの形成面から延出するリング状の延出部２１２ｅ
が設けられている。延出部２１２ｅは、開口２１２ｃの形成面の内周側の端部から延出し
ている。凹部２１２ｄは、この延出部２１２ｅの一部を切り欠いてなる。また、凹部２１
２ｄは、硬性部材２１２を振動部２１１側から長手方向に沿ってみた際に、開口２１２ｃ
等の他の開口とは周方向にオフセットした位置に形成される。
【００８５】
　図１６は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の先端に設けら
れる超音波振動子の構成を示す部分断面図である。図１７は、図１６のＢ－Ｂ線に対応す
る断面図である。振動部２１１の内部には、同軸線７１１が接続する複数の基板２１１ｂ
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が設けられている。これら基板２１１ｂは、振動部２１１の中央に配置されるものほど大
きく、接続される同軸線７１１の数も多い。例えば、図１７に示す例では、最も中央より
の二つの基板２１１ｂから順に、１２本、１１本、１０本、９本、４本の同軸線７１１が
それぞれ接続されている。
【００８６】
　また、基板２１１ｂおよび同軸線７１１の周囲には、二つのＯリング２１７が設けられ
ている。このＯリング２１７によって、複数の同軸線７１１を固定しつつ、同軸線７１１
の束の芯を調整している。
【００８７】
　図１８は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の挿入部の一部
の構成を示す部分断面図である。挿入部２１の可撓管部２１４の内側を螺旋状に走行する
金属コイル２１４ａと、挿入部２１の口金２１４ｂとは、バネ性を有する金属部材２１４
ｃを介して電気的に導通している。
【００８８】
　図１９は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡の撮像光学系の
構成を示す部分断面図である。撮像光学系は、対物レンズ２１８ａを含む光学系を保持す
る第１保持部材２１８と、撮像素子ＩMS、カバーガラスＣ1を保持する第２保持部材２１
９とを連結することによって形成される。対物レンズ２１８ａは、上述した観察窓に嵌め
られる。撮像素子ＩMSは、ここではＣＣＤとして説明する。
【００８９】
　ピント調整時に、レンズ同士の遠近だけでなく、上下左右にシフト調整可能とするため
に、第１保持部材２１８と第２保持部材２１９との連結箇所において、空隙（クリアラン
スＳＰ）が設けられている。
【００９０】
　撮像素子ＩMSの受光面にカバーガラスＣ1が接着されている。ＣＣＤの構造上、受光面
に対して撮像素子ＩMSの配置が偏る場合がある。このため、受光面周辺の接着層Ｂ1、Ｂ2

の厚みが均一になるように、撮像素子ＩMSの周囲を覆う部材を光軸の中心に対してずらし
て配置されている。
【００９１】
　第２保持部材２１９には、撮像範囲以外の光を遮蔽するマスク２１９ａが設けられてい
る。マスク２１９ａは、第２保持部材２１９の内径に応じた大きさとなっている。それに
より、マスク２１９ａとレンズとの芯出し作業が不要となる。
【００９２】
　ピント調整のために、組立の途中段階では、第１保持部材２１８と第２保持部材２１９
とが分離している。ピント調整後、連結した第１保持部材２１８および第２保持部材２１
９には、熱収縮チューブ２２０が被せられる。この際、熱収縮チューブ２２０は、ピント
調整後に手元側（第１保持部材２１８側）から熱収縮チューブ２２０を被せられるように
、熱収縮前の内径が、第１保持部材２１８の外径よりも大きい。
【００９３】
　また、撮像素子ＩMSに接続する同軸線を被覆する撮像ケーブルＣIMのシールド性向上の
ため、シールドが二重構造になっている。
【００９４】
　図２０は、本発明の実施の形態４に係る内視鏡システムの超音波内視鏡における超音波
プローブを示す図である。本実施の形態４に係る超音波プローブ７は、ＵＳケーブル７１
には、芯糸７３が挿通されている。芯糸７３は、複数の繊維からなり、一端が振動部２１
１近傍に固定され、他端が延出端７１Ｂから延出している。芯糸７３には、延出端７１Ｂ
から延出する側の端部において、二つの結び目７３１、７３２が形成されている。芯糸７
３は、この二つの結び目７３１、７３２の間の繊維を二つに分けることによって形成され
るスリット７３ａが設けられる。
【００９５】
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　超音波内視鏡２を組み立てる際、超音波プローブ７を挿入部２１の先端側から挿入する
。この際、フレキシブル基板７２は、基板組７２１～７２６ごとに薄い熱収縮チューブに
よって束ねられた状態で挿入部２１に挿入される。また、芯糸７３のスリット７３ａに、
超音波プローブ７を挿入部２１に引き込むためのケーブルを引っ掛けておき、このケーブ
ルを挿入部２１の反対側から引っ張り抜く。これにより、超音波プローブ７を簡易に挿入
部２１の内部に引き込むことができる。
【００９６】
　このように、本発明は、特許請求の範囲に記載した技術的思想を逸脱しない範囲内にお
いて、様々な実施の形態を含みうるものである。
【符号の説明】
【００９７】
　１　内視鏡システム
　２　内視鏡
　３　超音波観測装置
　４　内視鏡観察装置
　５　表示装置
　６　内視鏡用コネクタ
　７　超音波プローブ
　２１　挿入部
　２２　操作部
　２３　ユニバーサルコード
　６１　外装筐体
　６２　プラグ部
　６３　超音波コネクタ
　７１　ＵＳケーブル
　７１Ａ　被覆チューブ
　７１Ｂ　延出端
　７１Ｃ　グランド接続部
　７２　フレキシブル基板
　６３１　超音波基板
　６３２　枠部材
　６３３　スペーサ
　６３４　電気接続部材
　６３５　押え部材
　６３６　シールドケース
　６３７、６３７Ａ　カバー部材
　７１１　同軸線
　７１２　結束部材
　６３１１　ＦＰＣコネクタ
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